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まとめ 

その１ 

はっけん隊！当日にみんなが投稿した写真を見ながら、柳谷の自然に学ぶ会の

皆さんと、市役所環境政策課のカヤとみかんが、みなさんの「はっけん！」をトー

ク形式でふりかえります。 

 

まとめ 

その２ 

隊員のみんなの投稿を一覧にまとめました。生きものの名前は、柳谷の自然に

学ぶ会の皆さんに確認していただき、一部、変更させていただきました。 

人物が映り込んでいる投稿等は、削除しています。 

種名が判別できなかったものは、「種名？」と表示しています。 

 

生きものトーク、生きものコレクション、生きものマップの作成に 
御協力いただいた 柳谷の自然に学ぶ会の皆様（敬称略） 

野田晴美（のださん）、飯尾桃子（いいおさん）、小浜ミサ子（みーさん） 

倉川典夫（くらさん）、池田尚子 

まとめ 

その３ 

畑の村湿地とその周辺で見つけた主な生きものを、地図にまとめました。 

草地、湿地、斜面など、エリアごとにどんな生きものがいたか見てみましょう。 
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植物 

カ 今回はよいお天気で、み

どりが濃く感じました。田ん

ぼの畦（あぜ）や草地の小さ

な花に注目が集まりました。 

学 「春の七草」のナズナで

す。なでるほど可愛い「撫菜

（ナデナ）」が語源という説

があります。果実の形が三味

線のバチに似ていることから

ペンペングサともいわれます。 

カ 果実のついている柄のと

ころを一つずつ下にひっぱっ

て、茎をクルクル回すと音が

して楽しいんですよ。 

み よく見るとふしぎな形の

花。たくさん見かけました。 

学 ヨーロッパ原産の外来種

です。在来のオドリコソウに

似ていて、小さい花なのでヒ

メが付いたと考えられます。 

カ 前回も咲いていたタンポ

ポもたくさん見られました。 

学 総苞外片（そうほうがい

へん）という花びらの下が反

り返っているので、セイヨウ

タンポポですね。反り返りが

なければ、在来のカントウタ

ンポポです。写真はその部分

を撮られるとよいですよ。 

学 いわゆるカラスノエンド

ウです。サヤエンドウにみえ

るものが種です。これが真っ

黒になるので、カラスに見立

てたようです。 

み トウダイって、船が目印

にするあれですか？ 

学 ではなくて、燈台といっ

て、油を入れたお皿に火を灯

す昔の照明器具です。お皿み

たいな葉の上に黄色い小さな

花が見えますね。 

み 田んぼの畦で、小さな黄

色い花が咲いていました。 

 

まとめ 

その１ 生きものトーク 
学・・・柳谷の自然に学ぶ会 

カ・・・カヤ （環境政策課） 
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学 コオニタビラコですね。

タビラコは「田平子」と書き、

水田に平たく葉が広がる様子

を表現しています。この「コ

オニタビラコ」は、昔は「ホ

トケノザ」と呼ばれていて、

春の七草の「ホトケノザ」は、

実はこの「コオニタビラコ」

のことを指すんですよ。若い

芽は食べられます。 

み 春の七草セットに入って

いるのは前回見つけた「ホト

ケノザ」とは違うんですね。 

 

み 斜面の下できれいな紫色

の花が咲いていました。 

学 オオアラセイトウですね。

別名「ショカッサイ」「ハナ

ダイコン」と言います。中国

原産で江戸時代に観賞用とし

て渡来。諸葛孔明が戦さの時

に食べたという話があります。 

み 水辺で見つけた黄色い花。

真ん中のぷっくりしたところ

がかわいいです。 

学 キツネノボタンと似てい

ますが、葉っぱの先のとがり

が少ないのでタガラシと思い

ます。花が終わって、種がで

きますが、タガラシは俵型、

キツネノボタンは金平糖の形

となります。 

み よく似ていても、違う特

徴があるんですね。 

み この花もよく見ました。 

学 青い花はタチイヌノフグ

リに見えます。オオイヌノフ

グリと同じく外国が原産の帰

化植物です。オオイヌノフグ

リとの違いは花の付き方です

ね。比べてみてください。 

み てっきりオオイヌノフグ

リだと思いました。 

み なんだか全体的にもふも

ふした植物ですね。 

学 明治末期に牧野富太郎が

発見。ヨーロッパ原産の帰化

植物です。日当たりのよいと

ころならどこにでもあります。

在来のミミナグサはオランダ

ミミナグサに比べて、毛っぽ

くない。探してみてください。 

カ 牧野富太郎…朝ドラでい

ま話題の植物学者ですね。 

み 菜の花が見ごろでしたね。

学 いわゆる「菜の花」のよ

うですが、カラシナと似てい

ます。違いはアブラナは茎を

抱いてる葉っぱに対してカラ

シナは茎を抱いていません。

食べてみて辛ければカラシナ

ですね。どちらも帰化種植物

です。 

み 食べれば分かる、と！ 
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里山はっけん隊！ 令和４年度 春 生きものトーク 

カ 今回の保全作業体験で抜

いたカナムグラですね。斜面

にたくさん生えていました。 

学 いわゆるツクシ。スギナ

の胞子茎（ほうしけい）。シ

ダの仲間になります。 

み 春って感じがしますね。 

 

カ 前回に引き続き、ツチイ

ナゴが多数はっけん！されま

した。 

学 ツチイナゴは成虫越冬の

バッタです。 

み ヒシバッタの仲間も見つ

かりました。 

 

 

学 クビキリギスは成虫越冬

のキリギリスです。 

学 ヒメギス、ヤブキリもキ

リギリスの仲間です。 

み 今回もテントウムシをた

くさんはっけん！できました。

前回に引き続き、幼虫も見つ

かっています。 

 

 

昆虫･クモ･その他節足動物 

幼虫 
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学 コガタルリハムシの幼虫

です。ギシギシの葉を食べて

います。 

み そういえば草地にはギシ

ギシがたくさん生えていまし

た。食べ放題ですね。 

学 イタドリハムシ。これも

ハムシの仲間です。 

み きれいな模様ですね。す

ごくおしゃれ！ 

み これもすごくきれい！ 

学 ヨモギハムシの青黒型か

もしれませんが、ルリ色のハ

ムシは多く、この写真だけで

は分かりません。止まってい

た植物が分かるとある程度絞

れるので、写真を撮るときに

気を付けるといいですよ。 

み どんな場所にいて、何を

食べていたのかが、大事なヒ

ントになるんですね。 

み ひゃー、マユミの木に幼

虫がびっしり！ これにはみ

んなびっくりでしたね。 

学 ミノウスバの幼虫です。

卵で越冬して、春に孵化しま

す。幼虫はニシキギ科の葉っ

ぱを食べます。マユミもニシ

キギ科ですね。 

み  ここもまた食べ放題！ 

すごい食欲ですね。 

学 ベニシジミは幼虫で、ウ

ラギンシジミとキタテハは成

虫で越冬するチョウです。 

み  シジミというのはアサ

リ・シジミのシジミですか？ 

カ シジミ貝みたいに小さい

ということみたいですよ。 

み モンシロチョウがたくさ

ん飛んでいましたが、写真に

撮るのは難しかったです。 

幼虫 

幼虫 

幼虫 
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里山はっけん隊！ 令和４年度 春 生きものトーク 

カ 湿地ではトンボが飛んで

いて、みんなが注目していま

した。 

学 ホソミイトトンボです。

成虫で越冬します。よく見る

と水色の胸に黒いラインが入

っているのが分かります。 

み クモの仲間もたくさんい

ましたね。 

 

カ 今回は、前回クヌギとム

クノキに巻いた「こも」を外

して観察しました。こもから

出てきたのは、クモが多かっ

たように思います。こもから

は、たくさんのアリや、ゲジ

ゲジしたものが出てきてびっ

くりしましたね。 

 

 



 

6 

 

 

カ 草地ではニホンアマガエ

ルがたくさん見つかりました。 

学 柳谷には 5 種類のカエル

がいて、ウシガエル以外は在

来種です。 

カ 今回は、柳谷の自然に学

ぶ会の皆さんが事前に見つけ

たウシガエルをみんなで観察

しましたね。 

み 大きくて、なんか迫力が

ありましたね。 

学 カエルの世界ですごいと

思うことは狭い水辺の世界の

中で飽和状態にならないよう、

時期をずらして産卵すること

です。例えば北方系のニホン

アカガエルはなんと 1 月末か

ら 2 月というもっとも寒い時

に産卵を始めます、次にやは

り北方系のアズマヒキガエル

が 3 月頃産卵し、それから南

方系のシュレーゲルアオガエ

ルが 4 月頃、最後にニホンア

マガエルが 5 月頃から稲の根

などに卵を産み付け始めます。 

み ニホンアマガエルが卵を

産むのはこれからなんですね。

学 外来種のウシガエルはオ

タマジャクシの期間が 1～2

年で、サイズも 10 ㎝と大き

く、口に入る大きさの動くも

のなら何でも食べます。その

ため生態系に大きな被害を与

えるので外来生物法で移動が

禁止されているのです。 

み 今回見つけたオタマジャ

クシはアズマヒキガエルでし

たね。 

学 両生類という生きものの

面白さは、一つの命で地球上

の生きものの進化の過程を通

過することです。カエルは水

の中で卵として生まれ、オタ

マジャクシのときは魚のよう

なえら呼吸ですが、陸に上が

ると肺呼吸に変わります。 

み 考えてみれば、ものすご

い変身っぷりですね。 

学 カナヘビは子どもたち、

特に男の子には絶大な人気が

あります。卵も恐竜の卵を小

さくしたような格好です。 

なんといっても個性的なの

は身を守るため、自分から尻

尾を切って逃げることです。

地中で越冬。10年くらい生き

ます。昆虫、クモ、ワラジム

シ等を食べます。 

み そういわれてみると恐竜

に見えてきました。 

 

カ 水辺の観察は楽しいです

ね。一見、何もいなそうな泥

の中に、小さい生きものを見

つけるとわくわくします。カ

ワニナとサワガニは前回もい

ましたね。 

両生類 

水生生物 
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里山はっけん隊！ 令和４年度 春 生きものトーク 

学 カワニナは柳谷ではよく

見られます。ゲンジボタルの

幼虫が餌にすることで知られ

ていますが、小さいのはヘイ

ケボタルも餌とします。藻や

水の中の落ち葉、生きものの

死骸などを食べます。先端が

欠けているのが特徴です。 

み ほんとだ！ 電子版で見

てる人は 400％くらいに拡大

してみてください！ 

学 サワガニは日本の固有種

で、その名の通り、きれいな

水に住む生きものです。柳谷

では斜面林が蓄えた水が絞り

水として湧き出る尾根の下あ

たりでよく見られます。 

み サワガニがいるというこ

とは、畑の村の湿地の水がき

れいということなんですね。

なんだか嬉しいです。 

学 カワゲラもきれいな水に

住む生きものです。幼虫は小

さくてひ弱な感じですが、成

虫になると、羽で飛びます。 

み 尻尾が２本あるところが

ポイントですね。 

学 カワゲラは、胸の部分が

はっきりくびれているのも特

徴で、水生生物のなかでは分

かりやすいかもしれません。 

み ミズムシってなんか名前

がビミョーですね。 

学 水生のワラジムシの一種

ですが、いかにも名前が悪い

（笑）。藻や水中の枯葉を食

べ、他の水生昆虫の餌となっ

ています。汚染水に強いとさ

れていますが、柳谷では田ん

ぼ、U 字溝などでよく見ます。 

み 確かにワラジムシにそっ

くりです。 

学 サカマキガイは、柳谷で

はヒメモノアラガイとともに

よく見られます。どちらもヘ

イケボタルの餌として知られ

ていて、ゼリー状の卵を産み

ます。とても形が似ています

が穴の開いているほうを下に

して穴が左にあったらサカマ

キガイ、穴が右にあったらヒ

メモノアラガイです。 

み えっ、そんな違いがある

んですか？ 今度は両方見つ

けて、比べてみたいです。 

カ 水の中にも、いろんな生

きものがいるんですね。次回

はどんな生きものに会えるか

楽しみです。

幼虫 
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まとめ 

その２ 

マークの写真は、 生きものコレクション 隊員が選んだ 

「みんなに教えたい１枚」ぞよ！ 
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里山はっけん隊！ 令和４年度 春 生きものコレクション 

  

 

昆虫・クモ 

その他 
節足動物 
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幼虫 
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里山はっけん隊！ 令和４年度 春 生きものコレクション 

  

  

 

  

     

   

両生類 

爬虫類 
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園路沿い・田んぼ

生きものマップ
里山はっけん隊！の主な活動場所である「畑の村湿地」と
その周辺で見つけた主な生きものです。保全活動体験では、
外来種等の抜き取りを行いました。（令和５年４月１日）

保全活動
体験

まとめ

その３

里山はっけん隊！ 令和４年度 春 生きものマップ

セイタカアワダチソウの抜き取り

カナムグラの抜き取り

A

B

クヌギ マユミ

ムクノキ
A

B

ミノウスバの
幼虫がたくさん

いたよ

オタマ
ジャクシや

トンボがいたよ

畑の村湿地と
その周辺

13 14

斜面

草地

湿地

幼虫幼虫幼虫

幼虫

幼虫
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